	５
（月）
	永遠 (えいえん)に向 (む)けた始 (はじ)まり - サミットの時刻表 (じこくひょう)

	
	Ⅱテモ3章14～17節　神 (かみ)の人 (ひと)がすべての良 (よ)い働 (はたら)きにふさわしく、十分 (じゅうぶん)に整 (ととの)えられた者 (もの)となるためです。(17)

	
	Remnantの時期 (じき)は、一生 (いっしょう)を決 (き)める永遠 (えいえん)の始 (はじ)まりです。それゆえ、今 (いま)、サミットを準備 (じゅんび)する時間 (じかん)を持 (も)ちましょう。祈 (いの)りのサミットの時刻表 (じこくひょう)を持 (も)つのです。

１つ目 (め)、根本 (こんぽん)を生 (い)かすサミット祈 (いの)りタイムを持 (も)ちましょう。これは日曜 (にちよう)日 (び)が最 (もっと)も良 (よ)いです。少 (すこ)し早 (はや)く起 (お)きて、パパとママといっしょに呼吸 (こきゅう)祈 (いの)りをすれば、脳 (のう)と霊 (れい)、からだがすべて生 (い)かされます。このとき、イエス様 (さま)が教 (おし)えてくださった御座 (みざ)のやぐらと旅程 (りょてい)、道 (みち)しるべを持 (も)って祈 (いの)りましょう。礼拝 (れいはい)の理由 (りゆう)が分 (わ)かれば、神様 (かみさま)が喜 (よろこ)ばれる礼拝 (れいはい)をささげることができます。２つ目 (め)、人生 (じんせい)の*ルーティンを生 (い)かす祈 (いの)りをしましょう。Remnantはサミットの姿勢 (しせい)を準備 (じゅんび)するのです。朝 (あさ)に５分 (ふん)、昼 (ひる)に重要 (じゅうよう)なことがあったり大変 (たいへん)なとき、夜 (よる)に寝 (ね)る前 (まえ)に５分 (ふん)だけでも良 (よ)いです。実践 (じっせん)がうまくできなくても、Remnantのときに一度 (いちど)することは、大人 (おとな)が10年 (ねん)するより良 (よ)いです。３つ目 (め)、未来 (みらい)を生 (い)かす祈 (いの)りをしましょう。サミット器 (うつわ)を準備 (じゅんび)するのです。Remnantが未来 (みらい)を生 (い)かす7・7・7祈 (いの)りを続 (つづ)ければ、神様 (かみさま)がくださったタラントが発見 (はっけん)できます。サミット時間 (じかん)にタラントを続 (つづ)けて専門化 (せんもんか)させれば、世 (よ)の中 (なか)に出 (で)て行 (い)く前 (まえ)に世界化 (せかいか)される答 (こた)えを受 (う)けるでしょう。

Remnantのサミット時刻表 (じこくひょう)を通 (とお)して世界 (せかい)を生 (い)かす準備 (じゅんび)をするように祈 (いの)りましょう。

*ルーティン：ある特定 (とくてい)したことのために習慣的 (しゅうかんてき)にする動作 (どうさ)や手続 (てつづ)きのことです。

	
	神様 (かみさま)、サミットの時刻表 (じこくひょう)の中 (なか)で私 (わたし)が生 (い)かされて世界 (せかい)が生 (い)かされることを祈 (いの)れますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2025.01.03.幼児幼稚働き人修練会3講



	６
（火）
	４月 (がつ)学院 (がくいん)福音化 (ふくいんか)

	
	使1章8節　しかし、聖霊 (せいれい)があなたがたの上 (うえ)に臨 (のぞ)むとき、あなたがたは力 (ちから)を受 (う)けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリアの全土 (ぜんど)、さらに地 (ち)の果 (は)てまで、わたしの証人 (しょうにん)となります。

	
	Remnantは237か国 (こく)を生 (い)かして癒 (い)やし、サミットとして立 (た)つ祝福 (しゅくふく)を受 (う)けます。神様 (かみさま)は今 (いま)もみことばを成就 (じょうじゅ)されていて、祈 (いの)りに答 (こた)えながら、救 (すく)いの働 (はたら)きを成 (な)し遂 (と)げておられます。これを私 (わたし)の*やぐらになるようにしましょう。これを味 (あじ)わってRemnantがすることがあります。

１つ目 (め)、流 (なが)れを変 (か)えましょう。御座 (みざ)の力 (ちから)で家庭 (かてい)と教会 (きょうかい)、学校 (がっこう)現場 (げんば)の流 (なが)れを変 (か)えます。２つ目 (め)、Remnantは祈 (いの)りの奥義 (おくぎ)を持 (も)って一生 (いっしょう)の答 (こた)えを見 (み)つけ出 (だ)します。この祈 (いの)りの中 (なか)に今日 (きょう)の答 (こた)えがあります。それゆえ、Remnantが動 (うご)くすべての所 (ところ)に御座 (みざ)のキャンプが起 (お)こります。３つ目 (め)、Remnantのすべてのことはキャンプです。問題 (もんだい)は答 (こた)えを見 (み)つけるキャンプ、苦 (くる)しいことや葛藤 (かっとう)は更新 (こうしん)するキャンプ、すべての危機 (きき)は機会 (きかい)にするキャンプです。４つ目 (め)、Remnantは300％を準備 (じゅんび)しましょう。私 (わたし)のタラントを見 (み)つけて、専門性 (せんもんせい)と現場性 (げんばせい)、未来性 (みらいせい)を準備 (じゅんび)します。みことばに答 (こた)えが出 (で)てくるときまで編集 (へんしゅう)して、祈 (いの)りの答 (こた)えが与 (あた)えられるときまで設計 (せっけい)して、現場 (げんば)が見 (み)えるときまでデザインするのです。

このようになれば、神様 (かみさま)が導 (みちび)かれる道 (みち)しるべに従 (したが)って行 (い)くようになります。カルバリの丘 (おか)、オリーブ山 (やま)、マルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)の契約 (けいやく)を持 (も)って祈 (いの)りましょう!

*やぐら：見張 (みは)りをするために建 (た)てた高 (たか)い塔 (とう)のことです。

	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)がくださるミッションを正確 (せいかく)に握 (にぎ)ることができる、キリストを正確 (せいかく)に分 (わ)かるRemnantになりますように。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2025.3.29.核心訓練



	７
（水）
	最初 (さいしょ)から与 (あた)えられた幕屋 (まくや)の庭 (にわ)

	
	出27章9～19節　次 (つぎ)に幕屋 (まくや)の庭 (にわ)を造 (つく)る。南側 (みなみがわ)は、撚 (よ)り糸 (いと)で織 (お)った長 (なが)さ百 (ひゃく)キュビトの亜麻布 (あまぬの)の庭 (にわ)の掛 (か)け幕 (まく)を、その側 (がわ)に張 (は)る。(9)

	
	Remnantが受 (う)ける三 (みっ)つの庭 (にわ)の答 (こた)えがあります。全世界 (ぜんせかい)の237か国 (こく)が来 (く)ることができる異邦人 (いほうじん)の庭 (にわ)、次世代 (じせだい)が来 (く)ることができる子 (こ)どもたちの庭 (にわ)、癒 (い)やされることができる祈 (いの)りの庭 (にわ)です。

１つ目 (め)、三 (みっ)つの庭 (にわ)はアブラハムに与 (あた)えられた約束 (やくそく)です。アブラハムは創世記 (そうせいき)3章 (しょう)15節 (せつ)と12章 (しょう)1～3節 (せつ)の契約 (けいやく)のことが分 (わ)かったその日 (にち)から、祭壇 (さいだん)を築 (きず)き始 (はじ)めました。そのときから働 (はたら)きが始 (はじ)まったのです。イサクは雄羊 (おひつじ)の契約 (けいやく)を握 (にぎ)り、ヤコブはイスラエルの祝福 (しゅくふく)を受 (う)けました。ヨセフを通 (とお)して世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)が成 (な)されました。２つ目 (め)、世界 (せかい)を生 (い)かす幕屋 (まくや)の庭 (にわ)をモーセに語 (かた)られました。血 (ち)のいけにえの契約 (けいやく)を握 (にぎ)ったモーセを通 (とお)して出 (しゅつ)エジプトしました。荒野 (あらの)で救 (すく)いの過越祭 (すぎこしさい)と聖霊 (せいれい)が働 (はたら)く五旬節 (ごじゅんせつ)、御座 (みざ)の背景 (はいけい)である仮庵祭 (かりいおさい)の奥義 (おくぎ)が与 (あた)えられました。また、キリストを現 (あら)わす幕屋 (まくや)も作 (つく)りました。３つ目 (め)、ヘロデ神殿 (しんでん)には次世代 (じせだい)と病 (や)んでいる者 (もの)たちが来 (き)て祈 (いの)る所 (ところ)がありませんでした。多民族 (たみんぞく)が安 (やす)らかに来 (き)て24する所 (ところ)もなかったのです。全部 (ぜんぶ)、商売 (しょうばい)をする所 (ところ)に変 (か)わっていたのです。それゆえ、イエス様 (さま)が憤 (いきどお)って呪 (のろ)われました。その神殿 (しんでん)は、AD70年 (ねん)に完全 (かんぜん)に崩 (くず)れました。

聖書 (せいしょ)にあるとおりRemnantの教会 (きょうかい)と学業 (がくぎょう)に三 (みっ)つの庭 (にわ)が作 (つく)られるように祈 (いの)りましょう。


	
	神様 (かみさま)、三 (みっ)つの庭 (にわ)の答 (こた)えを受 (う)けることができますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2025.03.30.1部



	８
（木）
	絶 (た)えることのないともしび

	
	出27章20～21節　あなたはイスラエルの子 (こ)らに命 (めい)じて、ともしび用 (よう)の質 (しつ)の良 (よ)い純粋 (じゅんすい)なオリーブ油 (ゆ)を持 (も)って来 (こ)させなさい。ともしびを絶 (た)えずともしておくためである。(20)

	
	キリストがこの地 (ち)に光 (ひかり)として来 (こ)られて、私 (わたし)たちを救 (すく)ってくださり、私 (わたし)たちを光 (ひかり)だと言 (い)われました。キリストの光 (ひかり)を現 (あら)わすためにRemnantを呼 (よ)ばれたのです。それなら、いったいこの光 (ひかり)はどんな光 (ひかり)でしょうか。

１つ目 (め)、全世界 (ぜんせかい)237に向 (む)けた光 (ひかり)です。創世記 (そうせいき)1章 (しょう)3節 (せつ)の創造 (そうぞう)の光 (ひかり)、イザヤ60章 (しょう)1～2節 (せつ)の栄光 (えいこう)の光 (ひかり)です。雅歌 (がか)4章 (しょう)1～5節 (せつ)にはダビデが１千 (せん)のやぐらを建 (た)てて光 (ひかり)を放 (はな)ったと言 (い)われています。エゼキエル37章 (しょう)1～11節 (せつ)で、神様 (かみさま)のみことばといのちの息 (いき)を吹 (ふ)き込 (こ)んだところ骨 (ほね)が生 (い)かされて軍隊 (ぐんたい)になりました。２つ目 (め)、ほかの人 (ひと)を生 (い)かす救 (すく)いの光 (ひかり)です。幕屋 (まくや)の中 (なか)には24時 (じ)ともしびをともしておいて、幕屋 (まくや)の外 (そと)では夜 (よる)にともしびをともしました。暗 (くら)い道 (みち)を行 (い)く人 (ひと)が、この光 (ひかり)を見 (み)て生 (い)かされるようになります。３つ目 (め)、癒 (い)やしの光 (ひかり)です。暗闇 (くらやみ)文化 (ぶんか)と暗闇 (くらやみ)の病気 (びょうき)のネフィリム、暗闇 (くらやみ)経済 (けいざい)を癒 (い)やす光 (ひかり)です。暗闇 (くらやみ)の中 (なか)で霊的 (れいてき)に苦 (くる)しめられている人々 (ひとびと)は、この光 (ひかり)でなければ癒 (い)やされる道 (みち)はありません。

Remnantは、神様 (かみさま)から受 (う)けたこのキリストの光 (ひかり)を祈 (いの)りで味 (あじ)わって、現場 (げんば)に伝 (つた)えましょう。そのとき、働 (はたら)きが起 (お)きます。すべての現場 (げんば)に暗闇 (くらやみ)が崩 (くず)れて、現場 (げんば)が癒 (い)やされる働 (はたら)きが起 (お)こります。この事実 (じじつ)を信 (しん)じて祈 (いの)り始 (はじ)めましょう。

	
	神様 (かみさま)、光 (ひかり)であるキリストを24時 (じ)味 (あじ)わうRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン



2025.03.30.2部



	９
（金）
	300％と三 (みっ)つの準備 (じゅんび)

	
	使1章8節　しかし、聖霊 (せいれい)があなたがたの上 (うえ)に臨 (のぞ)むとき、あなたがたは力 (ちから)を受 (う)けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリアの全土 (ぜんど)、さらに地 (ち)の果 (は)てまで、わたしの証人 (しょうにん)となります。

	
	Remnantは三 (みっ)つのことを準備 (じゅんび)しましょう。福音 (ふくいん)を回復 (かいふく)して、私 (わたし)と現場 (げんば)、未来 (みらい)に対 (たい)する答 (こた)えを受 (う)けましょう。そして、それを味 (あじ)わう祈 (いの)りを回復 (かいふく)しましょう。そのとき、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)する未来 (みらい)を準備 (じゅんび)することができます。これを指 (さ)して300％と言 (い)います。Remnantはどの程度 (ていど)、準備 (じゅんび)すれば良 (よ)いのでしょうか。

１つ目 (め)、237と合 (あ)うようにしましょう。イエス様 (さま)は天 (てん)と地 (ち)のすべての権威 (けんい)を持 (も)って私 (わたし)たちといつもともにいると言 (い)われました。あらゆる国 (くに)の人々 (ひとびと)を弟子 (でし)としなさいと言 (い)われて、地 (ち)の果 (は)てまで証人 (しょうにん)になると言 (い)われました。２つ目 (め)、５千 (せん)種族 (しゅぞく)と合 (あ)うようにしましょう。これが合 (あ)わないユダヤ人 (じん)は、奴隷 (どれい)、捕虜 (ほりょ)、属国 (ぞっこく)、流浪 (るろう)の民 (たみ)になりました。その中 (なか)で300％の答 (こた)えを持 (も)っているRemnantが世界 (せかい)を変 (か)えました。３つ目 (め)、*TCKを生 (い)かしてこそ世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)が成 (な)されます。ムスリムと共産圏 (きょうさんけん)福音化 (ふくいんか)はCCKを生 (い)かしてこそ可能 (かのう)です。NCKは5000種族 (しゅぞく)を生 (い)かす門 (もん)です。それゆえ、人材 (じんざい)を呼 (よ)んで訓練 (くんれん)させるのです。これが世界 (せかい)宣教 (せんきょう)の方法 (ほうほう)です。

Remnantは神様 (かみさま)と目標 (もくひょう)と方向 (ほうこう)が合 (あ)うようにしましょう。そして、結論 (けつろん)を知 (し)って行 (い)きましょう。そのようなRemnantを通 (とお)して、神様 (かみさま)が世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)を成 (な)し遂 (と)げられます。300％準備 (じゅんび)することについて祈 (いの)ってみましょう。
*TCK -第三 (だいさん)文化圏 (ぶんかけん)の子 (こ)どもという意味 (いみ)で親 (おや)の文化 (ぶんか)とちがう国 (くに)で育 (そだ)った子 (こ)どものことを言 (い)います。
*CCK -二 (ふた)つ以上 (いじょう)の文化 (ぶんか)を一緒 (いっしょ)に経験 (けいけん)して育 (そだ)った子 (こ)どものことを言 (い)います。
*NCK -親 (おや)の文化 (ぶんか)やほかの国文化 (くにぶんか)のどこにもうまく属 (ぞく)することができないと感 (かん)じる子 (こ)どものことを言 (い)います。

	
	神様 (かみさま)、だまされないで契約 (けいやく)の人 (ひと)として福音 (ふくいん)を味 (あじ)わう祈 (いの)りの中 (なか)に入 (はい)りますように。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2025.04.05.レムナントとTCK伝道学



	10
（土）
	宣教 (せんきょう)大会 (たいかい)準備 (じゅんび)

	
	使1章8節　しかし、聖霊 (せいれい)があなたがたの上 (うえ)に臨 (のぞ)むとき、あなたがたは力 (ちから)を受 (う)けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリアの全土 (ぜんど)、さらに地 (ち)の果 (は)てまで、わたしの証人 (しょうにん)となります。

	
	サタンが12の戦略 (せんりゃく)を持 (も)って人間 (にんげん)の中 (なか)にやぐらを建 (た)てています。また、世 (よ)の神 (かみ)になって、世 (よ)の中 (なか)を掌握 (しょうあく)して、世 (よ)を支配 (しはい)する者 (もの)になって人間 (にんげん)をだましています。それでも、宣教 (せんきょう)現場 (げんば)は全 (まった)くその事実 (じじつ)を知 (し)らずにいます。それゆえ、Remnantは証人 (しょうにん)になりましょう。そのためには、7・7・7契約 (けいやく)を握 (にぎ)って祈 (いの)り300％をすれば良 (よ)いのです。それなら、なぜ宣教 (せんきょう)をしなければならないのでしょうか。

１つ目 (め)、アブラハムに最初 (さいしょ)から与 (あた)えられた契約 (けいやく)です。神様 (かみさま)はあなたの土地 (とち)、親族 (しんぞく)、父 (ちち)の家 (いえ)を離 (はな)れて神様 (かみさま)が示 (しめ)す地 (ち)へ行 (い)きなさいと言 (い)われました。２つ目 (め)、これを分 (わ)からなかったイスラエルの民 (たみ)に、わざわいが臨 (のぞ)み始 (はじ)めました。そのとき、契約 (けいやく)を持 (も)っている人 (ひと)とRemnantを呼 (よ)ばれたのです。それを宣教 (せんきょう)と言 (い)います。３つ目 (め)、イエス様 (さま)が最後 (さいご)に与 (あた)えられた契約 (けいやく)があります。神様 (かみさま)がどこへ行 (い)ってもともにいるので、あらゆる国 (くに)の人々 (ひとびと)に行 (い)きなさいと言 (い)われました。すべての造 (つく)られた者 (もの)に、地 (ち)の果 (は)てに行 (い)きなさいと言 (い)われました。これが世界 (せかい)のわざわいを止 (と)める時間 (じかん)で、宣教 (せんきょう)の時間 (じかん)です。

Remnantは朝 (あさ)に起 (お)きて力 (ちから)を受 (う)ける祈 (いの)りをしましょう。昼 (ひる)には神様 (かみさま)がくださった契約 (けいやく)を確認 (かくにん)する祈 (いの)り、夜 (よる)にはみことばで答 (こた)えを受 (う)ける祈 (いの)りをしましょう。祈 (いの)りの中 (なか)で力 (ちから)を受 (う)けて宣教 (せんきょう)するRemnantとして立 (た)ちましょう!


	
	神様 (かみさま)、契約 (けいやく)を味 (あじ)わう祈 (いの)りの中 (なか)で宣教 (せんきょう)の祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わいますように。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2025.4.5.核心訓練



